



























































































































































珠洲焼叩壺 (Fig.12-7)。器高 49.0cm、口径 22.2cm、
胴径 41cm、底径 12.5cm。輪島市曽々木沖約 29km
から引揚げられた 14 世紀の珠洲焼である（図説 輪島
の歴史編纂専門委員会 2003:38-39）。


















































含むと考えられる。120 は 18 世紀後半の筒型碗の底
















物 34 は 18 世紀後半の青磁染付筒型碗、33 は明治の





































期はともに 17 世紀中葉。67 は口唇部に口錆が施さ





18 世紀。68・69 は肥前徳染付利。18 世紀。70 は
肥前染付皿。72 は 18 世紀末～ 19 世紀初頭の波佐見
の陶胎染付丸碗。73 は見込み部分が蛇の目釉はぎを
施され、アルミナが塗布されている。19 世紀前半の
波佐見。74 ～ 76,79 は 19 世紀の肥前染付皿ないし
碗。80 は 18 世紀末～ 19 世紀の肥前の染付皿。77





















珠洲焼叩壺 (Fig.13-9)。器高 36.1cm、口径 23.5cm、














珠洲焼中壺 (Fig.13-12)。器高 30.9cm、口径 11.8cm、
胴径 26.8cm、底径 8.6cm。珠洲市狼煙町沖で引揚げ
られた、室町中期の珠洲焼である（吉岡 2010）。




珠洲焼資料館には珠洲焼が 7 点、須恵器が 2 点展示
されていた。
















珠洲焼中壺 (Fig.13-19)。器高 40.9cm、口径 24.6cm、
胴径 37.6cm、底径 15.2cm。珠洲市宝立町沖で引







られた 10 ～ 11 世紀の須恵器である。
枡谷秀一さん保管品 (Fig.9 ～ 11,15 ～ 18)
珠洲市在住の枡谷秀一氏は、長年にわたって飯田海
岸で陶磁器片を採集し、それらは 15 世紀から 19 世
紀の、中国竜泉、肥前・有田・波佐見・志田に加え砥
部焼などを含んでいる。
34 は 15 世紀の竜泉窯青磁碗、35 は 17 世紀初頭の
肥前陶器溝縁皿である。1 は 17 世紀中葉の波佐見青
磁皿、2 は 17 世紀末の銅緑釉皿。内野山窯あるいは
嬉野の製品か。3 は 18 世紀前半の染付丸碗である。
産地は波佐見か。4~8 は 18 世紀前葉～中葉の肥前
磁器である。4 ～ 6 は波佐見。4・5 は見込部分に蛇
の目釉はぎが施される。6・7 は有田の製品である。
9 は波佐見で 18 世紀後半の丸文丸碗、10 は産地不
明染付筒型碗。製作時期は 18 世紀後半と思われる。
11・12 は 18 世紀の波佐見丸碗。13 は 18 世紀後半
の波佐見染付皿。14 は 18 世紀後半～ 19 世紀の波佐
見系染付皿。底部は碁笥底状に削りだされ無釉であり、
見込み部分に蛇の目釉はぎが施されるとともに中央
に五弁花が描かれる。15~17 は 18 世紀後半～ 19 世
紀前半の肥前系染付皿。18 は 18 世紀後半～ 19 世紀
の波佐見系染付皿。20~22 は 18 ～ 19 世紀の有田染
付。20・21 は丸碗で 20 の高台裏には崩れた二重角
福が描かれる。23 は 18 ～ 19 世紀前半の波佐見染付
小丸碗。24 は波佐見染付端反碗。19 世紀前半の製品。
25 は産地不明の白磁 / 染付碗で見込部分に蛇の目釉
はぎ。18 ～ 19 世紀か。26 は 19 世紀の波佐見青磁
仏花瓶、(15) は肥前地域で焼かれた青磁香炉。27 は
染付皿。蛇の目凹高台を持ち、見込部分にハリ跡が
確認できる。砥部の 19 世紀の製品。28・29 は 19
世紀の志田の製品。30 は 19 世紀の波佐見系染付皿、



















































たもので、色調は濃茶褐色をなし胎土に 0.5 ～ 1mm
の小砂礫粒が多量に含まれ、焼成は良好で竪緻である
（能登島町史専門委員会 1982:403）。










































綿骨片を含んでいる。製作年代は 9 世紀末から 10 世
紀前半代と考えられている（唐川 1933）。























器なども採集。護岸・消波ブロックなし。4 は 18 世
紀後半の波佐見丸文丸碗。見込みには蛇の目釉剥ぎが
見られる。5 は 18 世紀の波佐見染付皿。見込みに五
弁花が見られる。6 は近代以降の手描き染付である。7・
9 は明治の型紙染付。8・10・12・14・15 は近世の































































土師器 4 点、須恵器 7 点、珠洲焼 18 点、タイ陶器 1
点、不明 2 点。年代は縄文 1、弥生 1、古墳 5、奈良 2、
平安 14、鎌倉 5、室町 5。引揚げ地点は、輪島市沖 7、
珠洲市沖 13、能登町沖 2、穴水町沖 1、七尾市沖 8、
















































































































































































































































5. 伝 輪 島 沖 引 揚 げ 珠 洲
焼中壺（珠洲市教育委員
会 ,2010 より）
7. 輪島市曽々木沖引揚げ珠洲焼叩壺（図面 : 珠洲市教育委
員会 ,2010 より）（輪島市教育委員会所蔵）













14. 珠洲市狼煙町沖引揚げ珠洲焼大甕（吉岡 ,2010 より）
（珠洲焼資料館保管）
15. 珠 洲 市 三 崎 町
長手崎沖引揚げ小





































26. 七尾市能登島沖出土弥生土器 ( 能登島町史専門委員会
編 .1982 より )
七尾市寺島沖出土土師器（能登島町史専門委員会
編 .1982 より）（27 ～ 30）
31. 種ヶ島沖引揚げ須恵



















37b. 二重斜格子文皿 . 外面（18 世紀前葉 - 中葉）37a. 二重斜格子文皿 . 内面
34a. 竜泉窯青磁碗（15 世紀）. 内面 34b. 竜泉窯青磁碗（15 世紀）. 外面
35. 肥前陶器溝縁皿（17 世紀初頭）
Fig.15　枡谷氏表採資料 (4)
38b. 肥前系染付 . 外面（18-19 世紀）38a. 肥前系染付 . 内面




41b. 波佐見染付皿 . 外面（18 世紀前葉 - 中葉）41a. 波佐見 . 染付皿 . 内面
42b. 波佐見徳利 / 仏花瓶 / 袋物 . 外面（19 世紀）42a. 波佐見徳利 / 仏花瓶 / 袋物 . 内面
43b. 肥前染付皿 . 外面（19 世紀）43a. 肥前染付皿 . 内面
44b. 肥前系染付 . 外面（18 世紀後半 -19 世紀前半）44a. 肥前系染付 . 内面
金大考古 70　2011,　28-53.　石川県・富山県の海底文化財に関する調査　
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45b. 産地不明（肥前系 ?）. 外面（18-19 世紀）45a. 産地不明（肥前系 ?）. 内面
46b. 有田染付皿 . 外面（18 世紀前葉 - 中葉）46a. 有田染付皿 . 内面（18 世紀前葉 - 中葉）
47b. 肥前系　銅緑釉 / 青磁皿　外面47a. 肥前系　銅緑釉 / 青磁皿　内面
48. 型紙刷染付皿（明治～） 49. 型紙刷染付皿
Fig.17　枡谷氏表採資料 (6)
50. 型紙刷染付　（明治～） 51. 銅版染付大皿ほか（銅版と型紙の組み合わせ）
金大考古 70　2011,　28-53.　石川県・富山県の海底文化財に関する調査　
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52. 手描染付皿（近代以降） 53. 手描染付皿














珠洲市寺家ゴトゴト ( 獅子岩の北側の浜 ). 内面
Fig.20　珠洲市域表採資料











































氷見市島尾浜 . 内面 氷見市島尾浜 . 外面
氷見市雨晴浜 . 内面 氷見市雨晴浜 . 外面
Fig.25　富山県 . 表面採集資料
射水市足洗浜 黒部市石田浜 . 内面 黒部市石田浜 . 外面
氷見市小境海岸 . 内面 氷見市小境海岸 . 外面
